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                  有田町立有田小学校 校長 松尾 寛  

今年度から、算数科の授業改善に取り組みます！ 

年度初めのＰＴＡ総会で説明しましたように、有田小学校は少数精鋭の子ども達です。一人ひとり

の子どもが少人数の学級の中で学習に励み、基礎基本の内容を確実に身に付けることができます。昨

年度までは、国語科で文章を読むことに重点をおいて授業に励んできました。その結果、子ども達が

読んだことをもとに考える力の向上につながっています。また、算数科でグラフや図をもとに考える

力も高まっています。これらの考える力は子ども達の学びにとって必要であり、これからも更に高め

ていきたいと考えています。そこで、今年度は、算数科における有田っ子の学ぶ力を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

やきもの先生の方々、ありがとうございました！ 

今年度もＰＴＡの伝統文化部の活動で、各学年で校区内からやきものの先生をお迎えして、有田っ

子がやきものづくりを始めました。先々週の金曜日(14日)は、２年生に青木正安さんが教えて頂きま

した。先週木曜日(20日)は、１年生に庄村久喜さんが教えて頂きました。青木さん、庄村さん、あり

がとうございました。出来上がった子ども達の作品を見ると、どれも子どもらしい発想で作りながら

の楽しい声が聞こえてきそうでした。彩色・焼成まで、宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生が、風鈴の絵付け体験を行いました！ 

先週の金曜日(21日)に、６年生が毎年、行っている風鈴の絵付け体験を 

行いました。教えて下さったのは松尾錦の松尾嘉之さんで、今回で 11回目 

です。「今年度の６年生も体験したことを大人になって語ることができる 

ように」と松尾さんは話されていました。素敵な風鈴が出来上がり、今夏 

の有田の町が涼しくなるよう、観光協会の有田館に展示されます。 

  

夏の花：ひまわり 



５年生が、社会科の授業で食料生産について学んでいます！ 

転入生が加わり、１０名になった５年生が社会科で、日本の食料生産について学んでいます。その

中で、農産物の生産や水産物の水揚げが多い県名とその理由について、タブレットを使って一人調べ

を行ったり友だちと話し合ったりしていました。５年生の主体的な学びが、すばらしかったです。 

 

 

 

 

 

 

防犯ふれあい隊の皆様、今月もありがとうございました！ 

九州北部がやっと梅雨入りし、その途端、大雨警 

報がでたり、世界的な熱波の影響で夏を思わせる 

暑い日になったりと、季節の移り変わりがこれまで 

と異なっています。そのよう中、毎日、有田っ子の 

登下校の安全を見守って頂いている、防犯ふれあい 

隊の皆様、本当にありがとうございます。晴れの日 

も雨の日も風の日も、横断歩道や交差点に立って交 

通指導をして下さるおかげで、これまで子ども達が、 

交通事故に遭うことなく、安心安全な登下校ができています。ありがとうございます。夏休みまで、

あと１ヶ月余りとなりましたが、どうぞ、これからも宜しくお願いします。 

 

明日(25 日)13 時から、まつながみさとさんと話そう会を開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生の子ども達が、あいさつや司会、お礼のことばを担当し、まつながさんに感謝の気持ちを伝

えます。最後は、みんなで記念撮影をして、子ども達からのメッセージとともにプレゼントします。

今回の取組が、有田っ子と地域の方々がつながり、故郷を大切にする心が育つことを願っています。 

 

浦川さんのお話の後、皆さんにお礼を伝える子ども達 

７月５日(金)の授業参観日まで、

アートギャラリーに展示予定！ 

どうぞ、ご鑑賞下さい。 


